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としては主(二MECAA 僚法 LMTX.VP-16,(TPM.

Ac卜D,ADM上 MAC療法 (MTX.Act-D.CPM),

に至ってからの化学療法コース数を検討すると,尿 hCG,

尿 hCG弓1二TPLLL下 CTr))及び血中 CrIl)が測定

感度以 卜に至一一,てかi･')各々平均5.2,Ll.6及び3.0二トー
ス(.り化学療法が施行されていた.寛解後(7)再発症例は血

中 CTP値の陰性化が得られなかった症例であり,寛

解判定には血中 CTPが慶も有周と考えられるが,長

期化学療法後においては,高 LH血症に伴･'lhCG-like

sutBtallCeに留意する必要がある.

31上顎歯内部に発生 した腺癌の 1例
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上顎歯肉部をこ原発した腺癌を経験 したのでその概要を

報告する.患者は61歳苧3性で ~1993年12札 上顎左側臼

歯部歯肉L/･')腫癌を主訴iこ某歯科を受診 し.翌年 1月に当

村船;上 来院 した.両側顎 卜 .卜内深頚部iこ腫大したり

ソバ節,口腔内では上顎左側前歯部から第1大臼歯にか

けての頬側歯肉に約 35×1)5mm LT)腫境を認めた.同部

より生検を施行.組織学的には陣場細胞は阜角形,泡沫

状-スリガラス様の豊かな細胞質と明るい太塾の核を有

し,未分化癌と診断された.〔EA.CA19_9高値.化学

療 法 施 行 後 .2月8日左側全頚部廓清術および左側上顎

骨 切除術施行,病理組織診は乳頭状腺癌であった.顎下

部.上内深頚 りンパ節に転移を認めた.術後第5腰椎転

移が認められるも,ペインコントロールが得られ3月中

旬一時退院したが,第5頚椎転移も認めたため,4月下

旬再入院.姑息的放射線治療施行.その後 DIC.肺水

腫併発し.6月30日呼吸不全にて死亡 した.

4)｢1陛領域 VerrLlC()SCarcin()nlaの5例
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過去21年間に経験Lた口腔範域のVcmlCOuSCaIICLinoma

5例について,年齢,性別.部位,形態,臨床診断.処

置,臨床経過,病母組織学的所見を中心に報告した.

症例1:77鼠 女性.初診 :1985年11月8日.

部位 :下鼠 形態 :19×14mm.乳頭状.

臨床診断 :乳頭腫症.処置 :摘出.

症例 2:6jl歳,女性.初診 :1985年L-1月15日.

部位 :舌.形態 :16×8mm,分薬状.

臨床診断 :乳頭腫症.処置 :摘出.

症例3:79歳,女性.初診 :19鮒 年1)月6口.

部位 :舌.坪き態 :13XlOmm.分葉状.

臨床診断 :舌腫癌.処置 :摘LL且

症例4:5ニi歳,弔性.初診 :1993年12Fヨ3L1.

部位 :乱 形態 :24X18mm.有茎性.

臨床診断 :乳頭腫.処置 :摘出'..

症例5:52歳,女性.初診 :1994年6日10日.

部位 :歯肉.形態 :10×5111nl,有茎性.

臨床診断 :乳頭腫.処置 :摘出.

51)fl陛癌および肝癌iこおける血清 PTHr･P
値J)検討
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悪性陣幕に伴･'l高-I),iJrlJJ､血症 LMdigmEney-Ass(xli-

atedr吋IX)Ⅰ･CこIIcenlia;MAHC)は肺癌.食道癌,H陛 ･

咽頭癌なLL:'の扇平_.日立癌 , および乳癌.腎細胞癌,ATL

などに多 くみられる.口腔癌をこおいても末期をこなると

MAHCをよく経験する.MAHC をきたす閃子として

腔癌患者および肝癌患者における血清 PTHrPを測定

し,検討 した.対象症例は口腔癌患者17症例,肝細胞癌

患者9症例である.血清 pTfirP値の測定は PTHrP

のC末端に特異性を有する RIA キLIJ卜 (第一ラブす丁

ィ､/卜-ブ研究所lで行った.Ll腔癌患者17症例の血清

PTHl･P値の平均値は71.8(pnlOLL)で.17症例中5

例に高値を認め,5例全例が腫壕再発症例であった.肝

細胞癌患者9症例のL血清 pTHrP値の平均値は55.4

(prnol.i_)で,9症例中2例iこ高値を認めた.今回得ら

れた血清 pTHJIP値と腫壕LT)進展との関連Cこついて報

告する.


